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　3.11は、会社の仕事でスタジアムにいました。

　携帯電話の緊急地震速報が鳴り、「あっ地震だ！」いつものように大した事

は無いだろうと思った瞬間、ドーンと激しい揺れがやってきました。

　スプリンクラーが破裂して上からは滝のような水が降ってきたし、下からは

激しい揺れ、その場から逃げようにも揺れて逃げられない。一瞬のスキをついて

千鳥足でスタジアムから脱出！幸いにも社員は全員無事でしたが、皆、顔面

蒼白でした。

　今まで経験したことのない揺れだったことと、周囲のみんなの表情からも

不安でいっぱいになり、正直、落着きを取り戻すのにかなり時間を要しました。

　その後会社に戻り、帰宅指示が出たので自宅に戻り、荷物を取って車の中に

いました。車で携帯電話を充電しながら実家や友人などにメールで連絡を取り

合いました。翌日は実家がある山元町に戻り、地震、津波の恐ろしさを知りました。

　もし、地震の前に戻れたら・・・。

　やはり、普段から家族、大事な友人とは携帯電話以外に連絡をとれる約束

事を決めておくことが重要だと心の底から感じた数日間でした。

28 一日前プロジェクト 2011 29一日前プロジェクト 2011

スタジアムのスプリンクラーが破裂して水びたし
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　勤務している会社が、仮設トイレなどをリースする業務を行っていたこともあり、

震災直後から、避難施設などにトイレを配送する仕事に追われていました。

　トイレを保管しているセンターは山間部にあり、それをトラックに積んで

指定の避難施設まで運ぶのですが、限られた燃料の中でいかに効率良く

運ぶか、速やかに届けることができるか、それだけを考えていました。

　途中の道路ではアスファルトが割れていたり、マンホール部分が盛り上がって

いたりと危険な箇所も多々あり、本当に無我夢中でハンドルを握っていたことを

思い出します。

　センターでは男性社員3名がカンヅメ状態となり、自分の家族の安否確認や

ケアよりも避難先施設への支援を優先させていきました。

　私自身、まだ独身なので、両親の無事を確認した段階で脇目も振らず仕事に

専念していましたが“もし妻や子どもがいたら？”と、いまになって考えることが

あります。

　それでも“トイレがきて本当に助かりました”という声を聞くたび、未曾有の

震災という非常時に、みなさんの役に立つことができてよかったと思っています。

もし妻や子どもがいたら？

仙台市青葉区　30代　男性　会社員 仙台市若林区　20代　男性　会社員
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　震災の当日は、商店街入り口の広場で開催されるイベントの初日でした。

地震が起きた時間は、人出のピークは過ぎていましたが、普段の平日より

人通りが多くて、軽く1000人以上はいたと思います。

　大きな揺れがなかなかおさまらず、お客さんに店内に止まってもらうか、それ

とも屋外に避難してもらうか迷いましたが、店内は危ないと判断して、お寺の

境内にある広場に避難してもらうようにしました。

　皆さん無事で安心しましたが、本当に大変だったのはその後です。電車が

止まってしまい、駅にどんどん人が集まっていくのが見えました。それから地下鉄

が動き始める夜11時過ぎまで、歩いて自宅まで帰る人々が国道に溢れ返った

のです。

　商店街のメンバーで帰宅困難者のサポートをしましたが、意外だったのは、

自宅まで帰る道順を知らない人が多かったことです。普段、電車で移動するから

分からないのでしょう。大勢の人から道を尋ねられました。

34 一日前プロジェクト 2011 35一日前プロジェクト 2011

自宅への道順が分からない方をサポート
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　この周辺では、小学校が災害時の緊急避難場所になっています。帰宅困難と

なった人たちのなかには遠方に帰らなければならない人も多かったようで、高崎

から来ている人もいました。そういった人たちから、どこか泊まるところはないか、

と訊かれましたが、近所でどこの施設が開放されているかの情報がまったく

入ってきません。

　電話もつながらない状況だったので、調べるためには自分の足を使うしかあり

ません。もしかしたらと思って、近くの小学校に走っていくと、帰宅困難者を受け

入れていたのです。それが夜の8時から9時の間ぐらいのことです。それからは、

受け入れ先を探している人に、その小学校を案内するようにしました。後で分かった

のですが、お寺さんにも避難された方々がいたようです。

　宿泊施設の他に訊かれたのは、自宅に帰る方角、トイレや公衆電話の場所、

電車の運行状況が多かったように思います。トイレはお寺さんやコンビニ、

国道沿いの公衆トイレを案内して、運行状況はテレビやインターネットで調べた

情報をできる限り提供しました。それと結構多かったのが、靴ずれしてしまった

女の人です。そういった人には絆創膏をお配りして対応しました。

避難所の場所が分からない

東京都豊島区　40代　男性　自営業 東京都豊島区　40代　男性　自営業
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　地震発生後に池袋駅の近くを通ると、泉から水が湧き出すように人が溢れて

いるのを目にしました。やがてその人々の一部は、我々の大学で受け入れる

ことになります。その際に感じたのは、知らない人たちを受け入れることへの

恐怖感でした。実際に帰宅困難者を受け入れてからは対応に必死でしたが、

後に私の心配は取り越し苦労だったことが分かりました。

　トータルでおにぎり2600個、水3000本、クッキーなど1500袋を配りましたが、

奪い合いもトラブルも起こらず、不満を言う人もいませんでした。あれだけの

人数を受け入れたのに、盗難も破損も汚損もない。秩序正しく、周りの人々に

配慮をする日本人の姿は美しく立派に感じました。

　後日、感謝の手紙を何通かいただきました。お礼を言われるためにしたわけ

ではありませんが、正直嬉しかったですね。今回は様々な偶然が重なって上手く

対応できましたが、次はどうなるか分かりません。インフラが切断されたら、

または一晩ではなく二晩、三晩と続いたら、そう考えての対応も今後、考えなく

てはいけないのかもしれません。

44 一日前プロジェクト 2011 45一日前プロジェクト 2011

秩序正しく行動する日本人の姿を見た
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　地震発生時、空港内の店舗にはたくさんのお客様がいらっしゃいました。店内

には、商品を陳列している棚、他にも電気スタンドなどがありましたから、安全の

ため、お客様には店の外に出てロビーに集まっていただくように誘導しました。

　倒れてくる危険性のある高いものから離れ、看板などの落下物の心配の

ない場所に座って揺れが収まるのを待つように、お客様に声をかけました。

　揺れている最中は皆様、意外と冷静な様子でしたが、揺れがおさまってから、

混乱が始まりました。すでにゲートの中に入ってしまっている方はできませんが、

ロビーにいたお客様の中に、建物の外へ逃げようとする方がたくさんいたのです。

　空港ターミナルは、ロビー内にガラスが落ちない仕組みになっているなど、

建築構造上建物の中が最も安全な場所として設計されています。とにかく

お客様には、安全な室内に戻ってもらわなければなりません。館内放送で

ターミナル内が安全であることをアピールし、外に出ようとするお客様に職員が

声を掛けて誘導すると、皆様、素直に従ってくださいました。

館内放送と職員の声かけで誘導

東京都豊島区　50代　男性　大学職員 東京都大田区　20代　男性　空港ビル勤務
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　このあたりの地域性なのかもしれませんが、このあたりでは顔見知りが

ほとんどです。今回の豪雪でも、日ごろのおつきあいのおかげで、尊い命が

救われました。

　ある人が、近所のお宅の前を通りかかったところ、軽トラックのライトがつきっ

ぱなしになっているのを見つけたんです。「ここの人は、そんなことをする人じゃ

ないけれどもなぁ？」と思い、様子を見に行ったところ、なんと家の人が屋根

から落ちてきた雪に埋もれていました。すでに低体温症に陥っていたそうです。

気づかれなければ、亡くなっていたと思います。顔が見えるおつきあいの大切さを、

あらためて実感させられる出来事でした。
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改めて実感するお付きあいの大切さ
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　前の日から降り積もった雪で道路はアイスバーン状態でした。

　坂で路線バスが横滑りして、両車線を塞いでしまったと連絡が入ったので、

レッカー車のタイヤにチェーンを巻いて救出に向かいました。見かけたバスは、

ほとんどチェーンを巻いていなかったですね。

　バスを動かしたけど、その後ろで止まっていた車は降り続く大雪で動けない

状態だし、対向車も前に進めない状態で、止まっていた車は運転手だけを残し、

他の人がコンビニに食料や飲み物などを歩いて買いにいっている状態でした。

作業中、僕らが外から見たときにはコンビニの棚は空の状態でした。

　あっちへ行ったり、こっちに行ったり、徹夜で「もういいわ、当分レッカーしたく

ない」っていうくらい動かしました。何台車を動かしたか数えてはいないけど、

数十台の車両をレッカー車で動かしました。

　止まっている車の中には人が乗っていない放置車両もあって、放置して

いくのはいいけど鍵は付けていってほしいですね。動かせるようになったときに

困りますから。

数十台の車をレッカー移動

安来市　50代　男性　市役所職員 安来市　40代　男性　運輸会社社員

山陰地方の大雪（平成22年12月～23年１月） 山陰地方の大雪（平成22年12月～23年１月）
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　峠の頂上付近に軽自動車が放置され、交互通行になっていました。警察に

持ち主を照会してもらい、本人に役所へ連絡するようにとお願いしました。

すると、若い女性から電話がありました。どうやら普通タイヤで走行していて

峠の山頂付近で動かなくなってしまい、どうすることもできなくなり車を置いて

きてしまったそうです。

　こちらでレッカーするけど、緊急時の移動なので、車体にキズがつく可能性が

あることを了承してほしいと言うと、「困ります！明日も仕事で使うからダメです！」

と…まぁ、こんな具合で押し問答になりまして。結局、現場の方でエイヤッと対応

したんですけどね。

　翌日、車の持ち主から、「昨日は申し訳ありませんでした」と、別人のような

感じで電話がありました。同一人物だと気づかず、「どちら様ですか？」と尋ねた

くらいです。自分ではどうにもできない状況だったうえに、役所や警察からいろ

いろ言われ、おそらくパニックになったんでしょうね。

110 一日前プロジェクト 2011 111一日前プロジェクト 2011

持ち主はパニック
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　今回の雪害は、昭和38年の豪雪と積雪量はさほど違わないかもしれません。

しかし当時は、こんなに車が多くなかったので、被害としては今回の方がはるかに

大きいのではないでしょうか。

　たくさんの車が幹線道路に止まり、迂回路も除雪が十分でない。そんな状況

の中で、病人やけが人が出た時の救急搬送が心配でした。また、この状況が

何日も続くと、人工透析を受けているような方々の不安も大きかったと思います。

救急ルートの確保や優先順位などを決めることが、今後の課題です。

　また、災害時にすぐに営業してもらえるように、多くのガソリンスタンドと応援

協定を結ばせていただきました。国道沿いのパチンコ店には、待機場所として

使わせてもらえるよう提携を交渉しているところです。

安来市　50代　男性　市役所職員 安来市　50代　男性　市役所職員
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簡単な手順を紹介します

まず、過去の自然災害（地震、水害）の中から対象を選ぶ

その災害の被災経験者や災害対応経験者に声をかける

みんなが集う場所と時間を設定する

なごやかな雰囲気の中で、当時を思い出しながら、体験したり感じたことを話し合ってもらう

※所要時間は２時間

※話し手は、２～４人が適当

聞き手

聞き手

気 づ き 共 感 反 省

「一日前プロジェクト」とは、地震や水害などの自然災害で被災した方や災害対応の経験をもつみなさまにお集りいただいて、
● 被 災 前 後 の 行 動
● 体 験 を 通 じ て 上 手くいったと思 うこと、失 敗し たと思 うこと
● もう一 度 災 害 が 発 生し た なら ば 、次 はど の ように行 動し た い か
● そ の た め に日 頃 から何 を 準 備し て お け ばよ かった か

といった本音の話をお聞かせいただき、これらの話から導き出されるさまざまな教訓や身につまされる体験をショートストーリー
（エピソード）に取りまとめるという活動です。
　こうして取りまとめたエピソードを広く活用・普及させることで、地域のコミュニティや国民一人ひとりに、防災・減災への関心
や意識を高めていただくことを目的としています。
　ここで紹介する物語は、ほんの一部です。一日前プロジェクトから生まれた物語は、内閣府の「災害被害を軽減する国民運動
のページ」 https://www.bousai.go.jp/kyoiku/keigen/ichinitimae/index.html に掲載されています。ぜひ、
アクセスしてみてください！きっと、あなたの心を動かす物語が見つかるはずです。

■一日前プロジェクトの物語・イラストは、非営利の目的であれば、広報誌やパンフレットなどご自由にお使いいただけます。
「災害被害を軽減する国民運動のページ」（ https://www.bousai.go.jp/kyoiku/keigen/ ）からダウンロードしてください。

みんなでやってみよう!
一日前プロジェクト

「教訓」や「知恵」につながる部分を拾い出し、タイトルをつける

テープ起しなどを基に、拾い出した部分を物語にする

作成した「物語」を地域や職場のみんなに読んでもらう

レコーダー

※物語は、300～500字程度で、できるだけ切り口を残して編集
※物語の情景をあらわすイラストや写真等を添えると効果的



に戻れたら…

私たち（被災者）からみなさんに伝えたいこと
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